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このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係　☎４８２-２９１３（課直通）

　春休み中の川湯エコミュージ
アムセンターは、多くの子どもた
ちや家族連れでにぎわいました。
　木の実や枝を使ってオリジナ

ル作品を作ることができるクラフトコーナーや映像鑑賞、
スノーシュー（西洋かんじき）でアカエゾマツの森を歩くガイ
ドウォークといったこれまでの楽しみ方のほか、新たに設
置された卓球台が人気を集めました。何回も来館している地
元の小学生は「すごく楽しかった。また来ます」と笑顔。子ども
も大人もラケットを握りしめ、台の上で弾む球の小気味良
い音と笑い声が館内に響いていました。
　卓球台は現在も置いてありますので、皆さんも楽しんで
みませんか。

３月25日～

卓球台が設置されました

春休みでにぎわう川湯エコミュージアムセンター

　南弟子屈地域活性化協
議会（小澤重則会長）の第10
回ワーキンググループ会
議が３月22日、旧昭栄小学
校で開催されました。

　同協議会は昨年５月設立。地域の活力とコミュニティー
の核を担ってきた昭栄小学校の閉校を受け、地域ぐるみで
のまちづくりを進めようと設立されたものです。今回は、ワ
ンキンググループメンバーのほか、てしかがえこまち推進
協議会食文化部会員も参加。第７回目のワーキンググルー
プ会議で策定した地域将来ビジョン「人が集まり集う　町の
玄関口　南弟子屈」実現のための具体的な取り組み案を検討
したほか、今年度の活動の振り返りを行いました。

地域の将来像に向かって

南弟子屈地域活性化協議会で10回目の会議

　町主催の親子を対
象とした食育調理実
習が３月25日、社会
老人福祉センターで
開催されました。
　春休みに、親子で
料理を楽しみ、食の

大切さに触れてほしいと開催されたもので、６組16人が参
加しました。
　講師は町の管理栄養士・石塚員可さん。メニューはフライパ
ンピザとアルミホイルケーキです。子どもたちはピザのソー
スを塗ったり、具材を載せたりと、一生懸命に調理に挑戦。出
来上がった料理は、親子でおいしくいただきました。

手軽でおいしい料理に挑戦

親子を対象に食育調理実習を開催
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台
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　美留和地区
にお住まいの
概ね65歳以上
の方を対象と
した「美留和サ
ロン」の第１回
目が４月16日、

美留和会館で行われました。
　地域の高齢者の方が気軽に集まって交流できる場をつく
りたいと、有志の皆さんが企画したものです。この日は20人
が参加。簡単な介護予防体操などを行ったほか、お喋りや昼
食を通して参加者同士が交流を深めました。
　美留和サロンは今後も、２カ月に１回、開催されます。

４月16日

　町交通安全運
動推進協議会と
町交通安全協会
の共催による旗
の波街頭啓発
が、春の全国交
通安全運動期間
中の４月８日、

摩周観光文化センター前の国道391号で行われました。
　同運動期間中に毎年行われているもので、約60人が参加。
参加者の皆さんは安全旗を手に、行き交うドライバーにパ
ンフレットなどの啓発品を手渡し、交通安全を呼びかけま
した。

４月８日

お
母
さ
ん
と
一
緒
に

安
全
運
転
お
願
い
し
ま
す

終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド
で

道行くドライバーに交通安全を呼びかける

旗の波による街頭啓発
65歳以上の方が気軽に集まれる交流の場

美留和サロンが始まりました
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春の地域安全運動を実施します

み
ん
な
で
築
こ
う

安
全
で
安
心
な
大
地

　

北
海
道
警
察
で
は
５
月
11
日
～
20

日
の
10
日
間「
春
の
地
域
安
全
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。

　

自
治
体
、防
犯
協
会
、事
業
者
な
ど
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
て
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
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�　

息
子
を
名
乗
り「
携
帯
番
号
が
変
わ
っ
た
」「
か
ば
ん

を
な
く
し
た
」な
ど
と
言
っ
て
お
金
を
要
求
し
て
き
た

ら
、詐
欺
で
す
。

�

還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

　

�　
「
医
療
費
を
還
付
し
ま
す
」「
携
帯
電
話
機
を
持
っ
て

Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
」な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。

�

架
空
請
求
詐
欺
に
注
意
！

　

�　
「
入
居
権
が
当
た
っ
た
」「
サ
イ
ト
料
金
が
未
払
い
」

な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。
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害
防
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！

　

�　

お
金
の
要
求
や
も
う
け
話
は
安
易
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信
じ
る
こ
と

な
く
、
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
警
察
相
談
電
話
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９
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１
０
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

�

女
性
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被
害
防
止
！

　

�　

女
性
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
夜
間
に
人

通
り
の
少
な
い
道
を
避
け
る
と
と
も
に
、
イ
ヤ
ホ
ン

で
音
楽
を
聴
い
た
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し

た
り
し
な
が
ら
歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

自転車は安全に利用しましょう
ス
マ
ホ
見
ず
　
し
っ
か
り
前
見
て

踏
む
ペ
ダ
ル

　

昨
年
、道
内
で
は
、自
転
車
が
絡
む
交
通
事
故
の
約

８
割
が
交
差
点
で
発
生
し
て
い
ま
す
。特
に
、
交
差
点

を
横
断
中
、
右
左
折
し
て
く
る
自
転
車
に
巻
き
込
ま

れ
る
重
大
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

交
差
点
で
は
一
時
停
止
や
安
全
確
認
を
し
っ
か
り

し
て
、周
り
の
自
動
車
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
も
　
飲
酒
運
転

事
故
の
元

　

自
転
車
は
と
て
も
便
利
で
環

境
に
も
優
し
い
乗
り
物
で
す
が
、

車
と
同
じ「
車
両
」の
仲
間
で
す
。

　

お
酒
を
飲
ん
で
運
転
し
た
り
、

信
号
を
無
視
す
る
よ
う
な
運
転
を
し
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
歩
行
者
に
衝
突
し
て
大
き
な
け
が
を
負

わ
せ
る
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。こ

の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
刑
事
責
任
の
ほ

か
民
事
責
任
が
発
生
し
、
多
額
の
損
害
賠
償
を
命
じ

ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
、安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

北海道から「テロリストを生ませない」「テロを起こさせない」

自動車運転免許
更新時講習

▼優良講習／11時30分

▼一般講習／13時

▼違反講習／９時

▼初回講習／14時30分
※�講習は、免許更新の手続き
後に受講してください。

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp
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５
月
26
日
か
ら
２
日
間
、
三
重
県

で
第
42
回
主
要
国
首
脳
会
議（
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
に
は
、
英
国
で
主
要

国
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
中
、

ロ
ン
ド
ン
で
地
下
鉄
な
ど
に
対
す
る

爆
発
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

道
警
で
は
、
官
民
一
体
と
な
っ
た

「
テ
ロ
対
策
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進

会
議
」を
設
置
。「
テ
ロ
リ
ス
ト
を
生
ま

せ
な
い
」「
テ
ロ
を
起
こ
さ
せ
な
い
」地

域
社
会
の
構
築
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、

地
域
全
体
で
テ
ロ
な
ど
の
違
法
行
為

の
未
然
防
止
と
地
域
の
安
全
に
向
け

た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
伴

い
、
駅
な
ど
の
警
戒
警
備
が
強
化
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期日／５月18日㈬
場所／町公民館


